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が出版される ことは, たいへん喜ばしい ことであ
る｡この書評では,本書に基づきタネパール ･エバ
ブの社会組織の要約を作成しながら,どの様な分析
が望ましいかを見て行きたい｡
エバブはケイ諸島を指す自称であり,ケイは,他
称である｡タネパール ･エバブとは, ｢ケイの中の
タニンバール｣を意味する (タニンバール諸島は,
ケイ諸島の南方に位置する). タネパール ･エバブ
は,また,同時にその島の唯一の村落の名称でもあ
る｡そこには約600名の村人が住んでいる｡
タネパール･エバブには,｢社会｣に相当する語が,
二つ存在する｡ロル (l∂r)とハラトゥット(haratut)
という二つの語である｡この二つの語を使用しての
｢社会｣の二つの捉え方を分析するのが,本書の一
つのメイン･テーマである.
ハラトゥットは,聖なる ｢山｣を中心に据えた概
念である｡ハラトゥットは,死者 ･生者を含めた村
人の共同体であり, ｢山｣そして ｢神｣の権威に基
づき, ｢山｣に起源する法によって組織された ｢社
会｣である｡神に対して,ハラトゥットとしての社
会は,ヤナン(｢子供｣)として規定される｡
ロルは,物理的な村落内のタモ(tame)と呼ばれる
場所を中心とする｡それは,罪の概念に,言い換え
れば,｢慣習法｣アダット (adat),｢法律｣フクム
(hukum),そしてウィリン (wilin)と呼ばれる精
霊達に対する関係で把握される｡それら精霊達に対
して,ロルとしての社会は,ヤナン･ドゥアン(｢甥｣)
として規定される｡
ハラトゥットの法は,タネパール ･エバブに限ら
れるのだが,ロルの法は,マルク全体に通用してい
ると考えられている｡言い換えれば,ハラトゥット
としての社会はそれ自身で完結しているのに対し,
ロルとしての社会は,外-と開かれている,といえ
よう (外部と共通する ｢5の組｣｢9の組｣の対立
ち,ロルとしての社会の中にみられる)0
ハラトゥットとしてのタネパール･エバブ社会は,
23のラハン (｢家｣)に分かれている｡ラハンは,社
会の基本単位であり,名付けられた父系の親族集団
である｡23のラハンは,多くの場合,更に二つに分
けられる｡下位分割は,リン･メル(rinmelr右側｣)
と.)ン･バ1)ット(rinbalit｢左側｣)と呼ばれ,｢年
少｣/｢年長｣の対立において把握される｡ラハンは
九つのウブ (ub)に分けられるOウブは,ワダール
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